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目的： 

妊娠中の母体パーフルオロアルキル物質（PFAS）ばく露と子どもの発達との関連性は結論が出ていない。この問題に

取り組むには、PFAS ばく露の混合評価手法の改善と結果の比較可能性の確保が必要である。PFAS 混合物が発達

結果に影響を与えるかどうかを、評価手法やタイミングに基づいて評価することが重要である。 

  

 

方法： 

エコチル調査詳細調査の 4,585 名の参加者を対象とした。母親の血しょう中 PFAS ばく露量は、本体調査参加者の採

取検体から液体クロマトグラフィー-タンデム質量分析法により評価した。28 種類の PFAS 化合物のうち、検体の

60％以上で検出された 8 種類を選択した。単一 PFAS 濃度と項目応答理論に基づく PFAS 負荷スコアを適用した。ア

ウトカムは、2 歳時および 4 歳時の新版 K 式発達検査（KSPD）を用いて評価した。また、4 歳までの 8 時点での発達

遅滞スクリーニングツール（ASQ-3）でも評価し、ASQ-3 データから軌跡群を形成した。 

 

 

結果： 

PFAS（例：PFAS 負荷スコア、PFNA、PFUnA、PFDoA、PFTrDA）と 2 歳および 4 歳時の KSPD における全般発達・言

語発達との間に一貫した正の関連が認められた。2 歳時の KSPD における認知適応発達と PFHxS との間にのみ負

の関連が観察された。ASQ-3 軌跡分析でも同様の傾向が維持されたが、有意差は認められなかった。KSPD および

ASQ-3 の軌跡分析において性差は認められなかった。 

 

 

考察（研究の限界を含める）： 

限界として、第一に、本研究における PFAS ばく露評価は単回測定に基づくものである。第二に、本研究における化

学物質ばく露評価は PFAS に限定されていた。公衆衛生の観点から PFAS を含む様々な混合化学物質ばく露の発達

への影響を評価することが不可欠である。代謝組学の統合と、エクスポソームに基づく解析による個人差・地域差の

考慮が重要である（Foreman et al., 2024）。最後に、JECS コホートにおける人口の代表性の不足があげられる。 

 

結論： 

出生前の PFAS ばく露増加と、2 歳および 4 歳の全般発達・言語発達の間に正の関連性を観察した。軌跡分析でもこ

の傾向は維持されたが、有意な関連性は検出されなかった。性別層別分析では、性別に起因する効果の明らかな変

化は認められなかった。2 歳時点の KSPD における PFHxS と認知適応発達との間に、1 つの負の関連性が観察され

た。 

 


